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　保護した鳥、拾った鳥の死体、珍しい魚や虫の情報、庭に咲いた花情報など連絡下さい、待っています。

レブンクル自然情報
E-mail:rebuncle@lilac.ocn.ne.jp

ホームページから自然情報を〈礼文島のHP　http://www.h3.dion.ne.jp/̃ishida_h/index.htm〉

　　カラー版自然情報　　　〈ゆうひの丘のHP　http://homepage1.nifty.com/seikanso/〉

礼文島、春の5匹の猫たち

礼文島には春の訪れを感じさせる猫たちがいます。

一匹目は春先、南風とともに北上し防波堤にミャオー

ミャオーと鳴き声を響かせる〈ウミネコ〉海猫です。

毎秋11月に南下して島から姿を消し、3月上旬に帰ってき

ます。春はその羽の色も繁殖に向けて美しく色鮮やかに

見えます。礼文島での繁殖数はオオセグロカモメに比べ

かなり少なく見えますが、利尻島に大きなコロニーがあ

るせいでしょうか、港や浜辺でつがいになる姿を見かけ

ます。礼文島で海猫の巣を探してみましょう。

三匹目は春一番に蕾を割って、葉よりも先に白い綿毛

を見せる木〈エゾノバッコヤナギ 〉蝦夷山猫柳の

花です。銀色のふわふわの綿毛が触るととても気持ちが

いいです。雄木と雌木があり雄花は早く咲き黄色い花粉

が目立ちます。雌花は受粉がすむと大きく実を膨らま

し、やがて実を飛ばします。

四匹目は〈チシマネコノメソウ 〉千島猫目草で

す。桃岩登山道などの渓流沿いに3センチくらいの草丈

で花を咲かせています。緑色の葉の中央に小さな黄色い

花を開きます。小さな花なのでしゃがんで顔を近付かせ

なければ見る事ができません猫の目の名前は実が割れる

様子が猫の目みたいだからだそうです。

五匹目は元地の海岸にいつも姿を見せる〈猫岩〉で

す。春になって猫岩や周辺の崖は繁殖のために集まった

ウミウやオオセグロカモメが巣の場所を決めて陣取って

います。こんな猫たちが他にもいませんか？皆様も探し

てみましょう。

二匹目は利尻山頂に現れる〈猫の顔〉です。なぜ狐

ではなくて、猫の顔だと言われるのかよくわかりません

が、礼文島からですと正面によく見えます。冬の間ほとん

ど雲の中で、たまに見えても凍てついて真っ白だった山が

3月には近くに見える日が増えます。その山も雪が融けて

耳や目、鼻が浮き出し、猫の顔に見えてきます。

礼文島自然環境フォーラム
礼文島の自然はとても貴重なものです。島の自然を後世

に伝えるためには私たちは何をすべきなのか？皆で意見

を出し合い、話合いましょう。

5月24日（土）午後1時30分～5時

場所＊ピスカ21/2階大研修室

内容：写真家/梅沢俊氏 のスライド上映　他

共催：環境省／宗谷支庁／礼文町／利礼サPV／

礼文島自然クラブ／盗掘防止ネットワーク委員会／ほか
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　　　2003年　1月の自然日誌
1日雪晴れ／スコトン岬-6.5℃（オオワシ、オジロ）
3日雪晴れ-1.3℃・利礼航路午後欠航
4日雪晴れ+0.2/-3.9度・利礼航路全便欠航
5日雪-3.7度・午後吹雪き・利礼航路午後欠航
・海底ケーブル切断（電話不通～9日/復旧20日）
6日雪-4.5度・利礼航路全便欠航。9日雪晴れ+1.9℃
10日吹雪のち晴れ-2.8/-6.9度
・スコトン岬（オオワシ3、オジロワシ4、アザラシ30）
・東上泊岬（アザラシ5頭）
11日雪-5.7℃・船霊様（タラ船出漁）
・午前津軽町礼石前（オジロワシ飛翔2）
・猫岩上空不明ワシ1、オオワシ1、元地灯台オオワシ2
・元地漁港テトラ上オジロワシ2羽（毎年来るつがい？）
13日晴れ+4.0/-3.4℃。　15日雪-12.0℃
18日晴れ-4.5度・富士見ヶ丘（オオワシ2、オジロ2）
20日快晴-6.7度・利尻が今年初めてくっきり見えた
・津軽町潮が引いて磯が見えていた。
22日雪-6.9℃／オオワシ、オジロワシ多数
27日雪-1.6/+2.8℃・道北暴風警報発令
・幌泊（ケイマフリ）・上泊（アザラシ12）
28日吹雪のち晴れ-0.9/+2.7℃・利礼航路全便欠航
・小学校吹雪臨時休校・西上泊線吹雪閉鎖
29日吹雪-4.7℃・吹きだまり多数
・上泊アザラシ12頭・午後礼小集団下校

　　　2002年　12月の自然日誌
1日晴れ-0.3℃・風が冷たい/星空奇麗
2日晴れ-1.9℃・礼文岳は真っ白
3日晴れ+2.2℃/強風・内路ミヤマカケス
4日晴れ+9.7℃/強風暖気
5日曇り-3.7度/寒波真冬日・久種湖まだ凍らない。
・スコトン岬オオワシ成鳥1羽
7日雪-9度/氷点下日・久種湖午後凍った 。
10日雪-10.0度／　11日雪-12度
12日雪-10度・オジロワシ？尺忍-佐藤
15日晴れ/曇り・須古頓オオワシ4、アザラシ多数-鹿川
　・十衛沢マガモ15、上泊アザラシ15-鹿川
23日雪-6.5℃・須古頓（オオワシ2、オジロワシ2）
25日雪晴れ-6.6℃/鮑漁　26日雪-7.7度
27日雪-9.7℃／雪かき・利礼航路午後欠航
・奮部の山の斜面オジロ鷲成鳥-松岡

28日雪-6.0度・元地灯台付近オジロワシ-松岡
29日吹雪-8.9度／トド生息一斉調査＆観察会
・手然（オオワシ若1）・起登臼（オオワシ1）
・香深井（オジロワシ1）
・浜中（オオワシ岩上、オジロワシ1、オオワシ若1
・江戸屋（オオワシ岩上1）
・海馬島（アザラシ36、オオワシ2、オジロワシ2）
・スコトン岬オオワシ1、オジロワシ1）
・五番地（ミミカイツブリ、クロガモ♀、オジロワシ1）
・上泊（ゴマフアザラシ16）
30日雪-10.1℃　31日雪-10.1℃

深海松（しんかいまつ）って何？

先日、香深の漁師さんから深海松をいただいた。乾

いて磨かれたそれは、金色に渋く光る古木のような

ものでした。海底に生えていて底引き網にかかるそ

うです。図鑑で調べてみると。腔腸動物花虫網八放

珊瑚亜網ヤギ目にそれらしい生物がでていました。

フトヤギ、アカヤギ、ハナヤギなどがあるのです

が、それ以上詳しくは分かりませんでした。もし自

然情報を読んでいる方で、サンゴ関係に詳しい方が

いましたら教えて下さい。

　　　2003年　2月の自然日誌
1日晴れ-4.2・利礼航路全便欠航
3日晴れ-5.1℃・ヒヨドリ1羽家の庭の柳
4日晴れ-6.1℃・やませ寒い・利尻クッキリ
・香深漁港シノリガモ百羽、ウミガラス1羽
6日晴れ-6.5/-0.9℃・利尻クッキリ、星が奇麗
7日晴れ-0.3℃・暖気屋根の雪落ちた。
・学校坂ヒヨドリ、・礼香寺裏ヒガラ
9日晴れのち曇+2.0℃/晩一時雨
12日雪-9.5℃寒波。エリア峠午後-11.5℃
13日曇-9.5℃。15日晴れ-0.5℃。16日晴れ-1.3℃
17日雪のち晴れ-10.5℃利尻クッキリ・満月、星奇麗
20日晴れ-2.5℃／利尻クッキリ・日の出・星空奇麗
・ベンサシ（ハヤブサ1）美野里
21日晴れ-3.5℃・三角山散歩（オオワシ、ヒガラ）
22日雪のち晴れ-0/-5.1℃・利尻クッキリ・赤い月
・ベンサシ（ゴマフアザラシ5、ハヤブサ1）
・海馬島アザラシ50弱（磯野）
23日雪のち晴れ-5.7/+0.7℃・利尻クッキリ
・鷲鷹調査（0900～1100）
　オオワシ8、オジロワシ6、合計14羽
　元地ミミカイツブリ10羽強
・利礼航路（ハシブトウミガラス百強、トド1）
25日雪20cm後晴れ-5.2/-1.8℃・利尻クッキリ
・ペンサシ（オオワシ成鳥3、亜成鳥1、オジロ1）
26日晴れ+5.0/-5.2℃・利尻クッキリ・晩雪
27日雪のち晴れ-6.1/+０℃・午前吹雪寒い
・午後利尻クッキリ・ナイター星奇麗
28日（金）晴れ-2.9/+4.4℃・利尻クッキリ

ヒナコウモリの話

昨年9月23日礼文島香深で加藤さんと松岡さんに

よって保護されたヒナコウモリですが、利尻町立博

物館の佐藤学芸員に調べていただいたところ、大き

さがかなり小さく、どうやら日本では確認記録の無

い大陸産のタイプのヒナコウモリ属の1種になるそ

うです。大陸で生まれて風に乗ってはるばる礼文島

まで来たのでしょうか？詳しい報告書は今年の夏に

出るそうです。まだまだ未知な礼文島の生き物たち

ですね。


